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老健に勤務する看護職の役割認識や役割ストレスに対し、職務に向き合う肯定的な感情

であるワーク・エンゲイジメントが与える影響を調査した。これにより、老健で多様な役

割を担う看護職が肯定的に働き続けていくために関係する要因について示唆を得ること、

老健で看護職が肯定的に働き続けられるよう支援する方法を考える際の基礎資料とするこ

とを目的とした。 

老健に勤務する看護職を対象に、ワーク・エンゲイジメントと役割認識（調査Ⅰ）・役

割ストレス（調査Ⅱ）の関連性について調査を行った。また、老健に勤務する介護職が捉

える看護職の役割が介護職のワーク・エンゲイジメントに与える影響（調査Ⅲ）について

調査した。 

調査Ⅰにおいて、看護職のワーク・エンゲイジメントと有意な関連があったのは、年齢

(r=0.147,p=0.021)、職場継続意思(r=0.267,p<0.001)、看護職の役割認識のうち【老健施

設に従事する看護者としての心構え】(r=0.376,p<0.001)だった。また、調査Ⅱにおいて、

看護職のワーク・エンゲイジメントは職場継続意思(β=0.20、p＜0.001)とキャリア支援

体制(β=0.20、p=0.024)に、役割の曖昧さはキャリア支援体制(β=0.02、p=0.001)に、役

割葛藤は職場継続意思(β=0.03、p＜0.001)に直接影響を与えていた。介護職のワーク・

エンゲイジメントと有意な関係があった介護職から見た看護職の役割と認識は、【在宅復

帰支援への取り組み】（r=0.170,p=0.001）、【老健施設に従事する看護者としての心構え】

（r=0.170,p=0.020）であった。 

老健の看護職が、高齢者の生活背景等を理解した関りをすることで、看護職自身や介護

職のワーク・エンゲイジメントを向上させられる可能性がある。一方で、ワーク・エンゲ

イジメントが高い看護職ほど、キャリア支援を享受できていること、役割葛藤や役割の曖

昧さといった役割ストレスも軽減させられること、職場継続に繋がることが考えられた。

看護職個々のワーク・エンゲイジメントを向上させることで、看護職個人の就業継続だけ

でなく、組織におけるキャリア支援等の組織構築に繋がることが示唆された。 
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新規性・有効性                                 

超高齢社会に伴い、介護老人保健施設における看護職への期待は高まっているが、一方で、

看護職の離職率は高いという課題がある。この研究では、介護老人保健施設に勤務する看護職

の職場に向き合う肯定的な感情であるワーク・エンゲイジメントに着目し、看護職の役割認識

との関連、役割ストレスと組織要因への影響、さらに、介護職からみた看護職の役割との関連

について明らかにしている。これまで、老人保健施設の看護職を対象に各要因との関連を検証

したものは存在しないため新規性が高い。さらに、役割ストレスについて、その概念を役割葛

藤、役割の曖味さに分けて検証し、ワーク・エンゲイジメントとの効果の関係性について示し

た点においても新規性が高い。結果において、看護職が高齢者の生活背景を理解した関わりを

行うことで看護職自身のワーク・エンゲイジメントを向上させるだけでなく、在宅復帰支援も

含め看護職としての役割を果たすことが介護職のワーク・エンゲイジメントをも向上させるこ

とを示唆した点において有効性が高い。 

信頼性 

この研究では、主要調査項目であるワーク・エンゲイジメントには信頼性・適合性の得られ

ている尺度を、役割葛藤と役割の曖昧さには、信頼性・妥当性が検証されている尺度を使用し

て検証している。さらに、対象者の選定および対象者数、調査方法など適正な手続きを経て得

られたデータに基づいており、データの信頼性を担保できている。統計学的な分析については、

適切な手法を選択しており、信頼性が担保できている。 

総評 

この研究は、介護職も含めた環境づくりが高齢者の生活の理解につながり、看護職の役割

ストレスの軽減に寄与するのみならず看護介護職の双方の離職防止に結びつく可能性を示

しており、多職種が協働する組織構築に寄与する研究である。 

審査委員は、論文構成、背景の整理、問題設定、結果、考察、引用文献の適切性につい

て慎重に検証し、博士論文として適切な水準に至っていることを確認した。本論文は博士

論文に値する内容であると評価し、一致して、学位論文審査および最終試験に合格したと

判断した。 

 


